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The present paper aims to analyze Japanese grammar textbooks in Rikkyo University and to 
explore the teaching pedagogy, focusing on Japanese compound verbs. Both the analysis of 
the textbooks and the review of previous research have highlighted the significance of 
teaching polysemous suffixing elements and the distinction between grammatical compound 




























































































































































































である。表 1 から明らかなように、教科書では J2 という初級レベルで複合動詞が導入
される。その後の J3、J4、J5 で導入される複合動詞の数はそれほど多くはないが、J6、
J7 という中上級、上級段階で数多くの複合動詞が扱われる。J2 から J7 までの教科書
で取り上げられる複合動詞の異なり語数の合計は 231 語である。 
 
表 1 教科書別複合動詞の異なり語数とのべ語数 
J1 J2 J3 J4 J5 J6 J7
異なり語数 0 35 11 8 16 136 75





J7 と 4 つのセクションに分けて教科書の分析を進める。 
4.2.1 J2（初級）教科書 
 J2 教科書では後項動詞に焦点をあて複合動詞を導入している。J2 で学習項目として
導入される複合動詞の後項動詞をまとめたものが表 2 である¹¹。 
 
表 2 J2 教科書の後項動詞 
課 2 8 9
後項動詞 *過ぎる *始める *続ける *合う *直す











 6 課、8 課、9 課では複合動詞が学習項目であることを明示して、後項動詞が導入さ



























J6 教科書で導入される後項動詞をまとめたものが表 3 である。 
 
表 3 J6 教科書の後項動詞 
課 4 5 7
後項動詞 *兼ねる *兼ねない 立つ *つける *抜く・*通す *終わる *始める














J7 教科書で導入される後項動詞をまとめたものが表 4 である。 
 
表 4 J7 教科書の後項動詞 










J7 教科書でも J6 と同様に、表 4 以外にも数多くの語彙的複合動詞が例文中で導入








4.3 まとめ  
 J2 から J7 までの教科書では、2 種類の方法で複合動詞が導入されている。複合動詞
を学習項目として扱う方法と、各課の新しい文法・文型の用法を示す例文中で複合動
詞を用いることによって導入する方法である。学習項目として導入される複合動詞は
統語的なものが目立つ。J2 から J7 の教科書で取り上げられる後項動詞 29 のうち 21
が統語的複合動詞の後項である。一方、語彙的複合動詞は例文中で導入されることが



























































 立教大学の教科書では「かける」は J2 教科書 8 課と J7 教科書 8 課で導入されてい
る。J2 では「話しかける」「呼びかける」「笑いかける」「（相談を）もちかける」とい





























J7 教科書 8 課には、表 5 の通り「かける」の統語的複合動詞の例文が 5 文提示され
ている。 
 
表 5 後項動詞「かける」の例文（J7 教科書 8 課） 
○ やりかけたことは、最後までやり通せ。     
○ 私が海で危うく溺れかけたところを、助けてくれたのが今の夫なんです。 
○ もう日も沈みかけている。道を急ごう。    






































が、語彙的複合動詞は不可能である（影山, 1993. p. 80-92）。 
3 統語的複合動詞を形成する後項動詞 30 語は以下の通りである（影山, 1993, p. 96; 姫
野, 2001, p.11）。 
始動：かける、だす、始める、かかる  継続：まくる、続ける 
完了：終える、終わる、尽くす、きる、通す、抜く、果てる 
未遂：損なう、損じる、そびれる、かねる、遅れる、忘れる、残す、誤る、 
あぐねる、損ねる  過剰行為：過ぎる  再試行：直す 




















9 J0 から J8 までのクラスレベルや対象者については、立教大学日本語教育センター
HP（http://cjle.rikkyo.ac.jp/level/default.aspx.）にその詳細が記されている。 
10 表 1 に記した異なり語数とのべ語数は、教科書別にまとめたものである。そのため
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